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トピックス
第58回
西日本医科学生総合体育大会開催
第58回西日本医科学生総合体育大会（通称：西医体）は名古屋市立大学が主幹校
として、主に７月下旬から８月上旬にかけて開催されました。
今年度も本学のカリキュラムにおけるセメスター制による大会日程との重複とい
う難問を学生委員等を中心に先生方のご協力を得て解決し、結果、総合第13位とい
う好成績を収めることが出来ました。
第58回 西日本医科学生総合体育大会結果
　　　総合第13位（総得点　236.5点）
クラブ名 成　　績
バドミントン男子 ベスト８、男子ダブルス準優勝
同 女 子 ベスト16
硬式庭球男子 ベスト８
サ ッ カ ー ４　位
バスケットボール女子 ３　位
ラ グ ビ ー ベスト16
バレーボール女子 ベスト16
準 硬 式 野 球 ベスト16
水　　　　泳 男子個人100Ｍ 背泳ぎ３位
端　　　　艇 総 合 優 勝
ハンドボール 優　　　　　勝
陸 上 競 技 男子400Ｍハードル 優　勝
ゴ ル フ ５　位
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西医体評議委員　医学科第４学年　上 田　桂 子
第58回 西日本医科学生総合体育大会を終えて
無事西医体が終了しました。今年も滋賀医大は総合13位と健闘しました。セメスター制のために今年も去
年と同じく定期試験期間と西医体日程がかぶってしまいました。私は西医体評議委員をしていたのですが、
無事に全学生が定期試験も西医体も終えることができたのは先生方や学生課の方の素早い対応のおかげだと
思っています。また、各クラブのキャプテン、前年度評議委員の佐野さんにもたくさん協力してもらいまし
た。お世話になった皆さん、どうもありがとうございました。
実際の評議委員の仕事は思っていたよりも地味でしんどいものでした。簡単に言うと、年４回の西医体評
議会に名古屋まで出向き、貰ってきた仕事を期限までにこなし、西医体実行委員会に返送するというもので
す。本音を言うと、自分の部の仕事があろうが、試験前であろうが、期限までに書類を回収して返送しなく
てはいけなかったのがとても大変でした。しかし、学生課の方や各クラブのキャプテンに迅速に書類を提出
してもらい、佐野さんに色々相談にのってもらい、といった協力があったので何とかこなせました。それに
各部が1年間練習してきた成果をぶつける西医体を無事に終わらせることができたことが、何よりも嬉しい
です。それだけで評議委員をしてきた甲斐があったと思います。
私事ですが、私はバドミントン部員として今年も西医体に参加しました。団体戦には出られませんでした
が、個人戦は当たりがよかったのでまあまあいい所までいくことができました。来年度はもっと練習して今
よりも実力をつけて、また西医体に臨めたらいいと思っています。私は大学からバドミントン部に入って、
西医体をはじめ様々な大会に出て、嬉しい思いや悔しい思いをたくさんしてきて、練習を頑張るようにな
り、段々上手になっていくのが嬉しくてまた練習を続けてきました。元々運動が好きではなかったのです
が、今ではすっかり運動が好きになりました。滋賀医大が医学の勉強以外にも部活動などの課外活動が盛ん
な大学でほんとうによかったと思っています。
来年度の西医体は京都大学が主管で行われます。最後になりましたが、今年度同様来年度も各部が実力を
十分発揮できるような西医体になることを祈っています。
トピックス トピックス
この一年間、惜しみないご支援、ご声援を頂きましたOB、OGの方々にこの場をお借りしまして
厚く御礼申し上げます。本当にありがとうございました。また、お忙しいにも関わらず直接ご指導
頂いた方々、ならびに練習試合などでお世話になった高校、大学、社会人チームの皆様にも重ねて
深く御礼申し上げたいです。ありがとうございました。
去年の悲願の初優勝からこの一年は始まり、気付けば終わっていました。今年は今年で連覇が
かかった年で、今までにない一年間でした。一人引退されただけでチームとしてはあまりかわら
ないし連覇はたやすいだろうというお声も少なくはなく、正
直かなりプレッシャーでした。ハンドボールは七人のチーム
スポーツであり、一人代わっただけでも全然違ったチームに
なるスポーツで、去年と同じチームではなく、今年は今年で
また新しく一からチームを作らなければなりませんでした。
なかなか結果が出ず苦しんだ時期もありましたが、多くの人
に助けて頂き、本当に励まされ、勇気づけられました。同じ
コートにたつチームメイトはもちろん、マネージャーのみん
な、OB、OGの方々、ハンドボールを通じて出会った多くの
方々、課外活動でお世話になった学生課の方々、個人的に本当によく世話して下さった先輩、共に
励まし合った友人達、家族のみんな、数えきれないほどの人々のご支援、ご声援があったからこそ
の今年の優勝だと思っています。
秋からの新チームはさらに上を目指してハンドボールを楽しみながらまたみんなで頑張っていき
ます。次代の幹部たちは３連覇のプレッシャーを強く感じてると思いますが、彼らはやってくれま
す。チームで勝つことの素晴らしさをこれからもかみしめながら、慢心
することなく常に挑戦者のつもりで来年も優勝します！目指せ３連覇。
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ハンドボール部主将　　医学科第３学年　佐 治 　雅 史
西医体2連覇をふりかえり
キャンパスライフ キャンパスライフ
自主研修で『漢方』とは？
この春、夏の自主研修先を決めるべく渡された
「自主研修先一覧」を見た私は、大きなショック
を受けました。なぜなら、『漢方』が選択肢にな
い…!東洋医学は今、改めて注目されていますよ
ね？東洋医学は、その人を「その人の背景ごと」
見よう、｢生きている人として」見ようという観
点を持っています。これは、今話題の「全人的医
療」と通じる考え方です。しかし、多くの大学病
院では６割もの先生が何らかの形で漢方薬を使っ
ていると言われるのにも関わらず、専門的に東洋
医学の思想や病位のとらえ方、漢方薬について学
ぶ場はあまりないのです。
どうしても『漢方』診療を見てみたかった私
は、総合診療部の三ツ浪先生を通し、診断学で
『漢方』の授業をして下さった、京都府立医大・
東洋医学講座助教授である三谷和男先生に自主研
修の受け入れをお願いしました。すると三谷先生
は「うん、来て来て!」と快く受け入れてくださ
り、幸運にも学ばせていただけることとなりまし
た。
それでは私の体験の一部を紹介しましょう!
<漢方外来の見学＞
大学病院の中に漢方外来がある、それだけでも
驚きませんか?!それに加え、患者さんが先生と
一緒に楽しそうに笑っておられることもあった
のです。私の「外来イメージ」は初日から大きく
覆されました。しかしやはりここは大学病院。待
合室は大混雑。朝９時半から４時までみっちり予
約が入っていました。予約では５人／30分の割
合。しかし１人の患者さんが終わると30分ほど
たっていて「大変だ!」ということも。かの有名
な大学病院の３分診療はどこへやら。結局いつも
診療はのびにのび、終わるのは他のフロアが真っ
暗に静まり返る６時頃。しかしその中でも穏やか
に話をしっかりと聞かれる先生の忍耐力・笑顔・
対応の柔軟さから学ぶ事、生きた患者さんを目の
前にしたやりとりから考えさせられる事は多々あ
りました。これをもし私が聞かれたら…と冷や汗
ものの意表を突いた質問を患者さんがぶつけてく
ることもあり、経験や考えの浅い人間では到底で
きないなぁ、と改めて知識以外の人間性・社会性
の勉強（体験!）の必要性を感じました。
<細野診療所＞
ここは大学病院とは違い、自由診療（つまり保
険が効かないのですべて自費）の診療所です。
大学病院では保険適応のエキス剤のみ扱っている
のに対し、ここでは生薬も扱っています。鍼灸も
受けられます。自費診療なので混むこともなく、
患者さんとの対話もの～んびりしています。まる
で老舗旅館のような風格の建物で、診療は１人１
時間なんてことも!大学病院では考えられません
ね。ここでは和中飲（ニッキの味のする夏ばて
対策のお茶。れっきとした漢方）を調剤させてい
ただきました。女性向けの血液さらさら薬と言わ
れ、メスのゴキブリで作った丸薬も飲んでしまい
ました!!ゴキブリ味はしませんでしたが…
＜東洋医学セミナー＠東京＞
ここでは、朝から晩まで東洋医学の思想や病位
について学びました。東洋医学というと神秘的古
代的イメージを持つ人も少なくないでしょう。し
かし、西洋医学的な解析法を使い、EBMに基づ
く漢方をめざす研究が行われている事を知りまし
た。最終日には腹診・鍼灸の実習もあり、自分の
「足三里」というツボに針をうちました。効果は
(?)ですが…(笑)日本針は髪の毛のように細い針
で、全く痛くないんですね。そしてなんと、こ
の針は米国でも使われているのです!東洋医学は
日本よりも米国でトピックスとなっているようで
す。このセミナーには、九州から北海道まで、な
んと日本全国から90余名もの学生が参加してい
ました！学校以外で熱心に学ぼうとする学生がこ
んなにも多いとは。彼らの普段からの活動を聞く
と、自分もより積極的に動くべきだと、とてもよ
い刺激になりました。
この自主研修では、東洋医学やNBMについて
学べたことだけでなく、実際の臨床の場をポリク
リよりも１年早く感じる事ができたこと、自分が
今もっている勉強の場（学校）以外にも将来に亘
り勉強することのできる場があると知ることがで
きたこと、また他大学の先生方や学生と話をする
機会を得、東西に渡る多くの情報網を手に入れる
ことができた点がとても大きな収穫でした。　
私は、自主研修ではぜひ、普段会うことのない
色々な人々に会い、普段出来ない体験をし、自分
の知らない世界を１つでも多く覗いてくることを
お薦めします。そこには必ず驚きの発見と感動、
自分の新たな行動の糧となるものがあると思いま
す。
最後に、自主研修にあたり色々とお世話になり
ました三谷先生、ご紹介くださった三ツ浪先生、
貴重な体験をさせていただき本当にありがとうご
ざいました。
医学科第４学年　岡 山　千 尋
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細野診療所の壁には薬ビンがいっぱい！
武田の薬草園では漢方の植物をじかに見、かじり、味わい
ました！にがっ。甘っ。（筆者：左）
ナツメのおやつ～♪ 『大黄シャ虫丸』…主成分サツマ
ゴキブリ！∑（；゜゜ノ）ノ和中飲を調剤中
キャンパスライフ キャンパスライフ
滋賀医科大学理事　村 山　典 久
去る９月11、12日と２日間にわたり、外国人
留学生等を対象とした研修旅行が行われ、同行さ
せて頂きました。私が参加するのは２年ぶりとな
りますが、前回とは留学生の顔ぶれも大きく変わ
り、活発な外国人留学生交流が行われていること
をあらためて感じました。
さて、今回の研修旅行は、滋賀医科大学をバス
で出発し、初日は永平寺、東尋坊を見学し、２
日目は、富山県の白川郷相倉合掌造り集落及び福
井県の美浜原発の見学を実施致しました。私はあ
いにく初日の夜からの合流となりましたが、食事
後のカラオケで留学生等のアイドルの出現を見ま
した。生命科学講座に所属するペンさんの息子さ
んのサニー君は、日本語と中国語の歌を数多く熱
唱し、その美声に何度も会場から拍手がわきまし
た。その後も、ファリアちゃんとのコンビで、バ
スの中あるいは訪問先で参加者を和ます元気ぶり
を発揮してくれました。
初日の夜は、私が滞在する部屋に多数が集ま
り、多くの方々と交流させて頂きました。その場
では、同じく引率に同行された服部先生に撮影し
て頂いた写真がパソコン上で披露されました。写
真には留学生等の皆さんが永平寺の歴史や東尋坊
の自然に触れている光景が実に美しく表現されて
おり、研修の目的が十二分に達成されていること
を実感させて頂きました。２日目は、白川郷の相
倉合掌造り集落と美浜原発を見学致しましたが、
ここでも留学生から数多くの質問が出されるな
ど、日本の文化を吸収しようという留学生の強い
意欲を感じました。
今回の研修旅行を通じて、あくまで私の私見で
ありますが、本学の外国人留学生等研修旅行の特
徴として以下のものがあげられると考えます。
１．留学生等の参加率が極めて高いこと
今回の研修旅行においても留学生全体の約８割
程度の参加がありました。
２．アットホームな雰囲気での旅行であること
ほとんどの留学生が国際交流会館に滞在してい
ることもあり、既に留学生同士は顔見知りで研
修旅行中も所々で留学生同士が助け合うなどの
光景が見られました。
３．留学生等が日本の文化、自然を勉強しようと 
　いう意識を強く感じるということ
前にも触れましたが、相倉合掌造り集落と美浜
原発の見学の際も数多くの質問が留学生から出
され、時には写真あるいはメモを取るなど熱心
に日本の文化、伝統を吸収しようという姿勢が
感じられました。
今後ともこのような本学における国際交流支援
事業に関する特徴を活かしながら、更なる交流事
業の発展を目指し、多くの新たな企画が出され実
践されていくことを期待すると共に、私なりにも
応援させて頂ければと思います。
 ＊参加者の感想＊
Natsagdorj Lkhamtsoo（留学生：病理学講座)
I’m very grateful to the Shiga University 
to let me explore Japan again. Eiheiji shrine, 
Tojinbo and Ainokura village were the most 
important places to visit and I truly really 
enjoyed and satisﬁed with this trip.
再び日本探訪させていただき大学には大変感謝しており
ます。永平寺、東尋坊、相倉合掌集落は訪れるべき価値のあ
るところで、私は本当に旅行を楽しみ、満足しています。
Haque Tuhin（客員研究員：内科学講座）
I l ike excursion because the foreign 
students have the opportunity to know 
about Japanese culture, tradition & natural 
beauty. Furthermore during excursion foreign 
students can interact among themselves & 
teachers, then there is extension of friendship 
& exchange of knowledge on diﬀerent culture.
 　留学生が日本の文化伝統、自然の美しさを知る機会が
持てたので旅行はよかったと思う。さらに旅行中、留学
生は他の留学生や先生方と交流することができ、それに
よって友好関係を広げたり、異文化についての知識の交
換ができたりした。
外国人留学生等の研修旅行に同行して
外国人留学生等の宿泊研修旅行
去る９月11日㈪、12日㈫に留学生等を対象とし、北陸方面への１泊２日での宿泊
研修旅行を実施しました。旅行には相浦教授（国際交流支援室長)、服部教授（国
際交流支援室)、村山理事（国際交流会館主事)、栗本学生課専門職員の４名の引
率の下、留学生等の参加者18名の総勢22名で実施しました。
今回は前回の旅行のアンケートから風光明媚な日本の自然、伝統文化の探索、
また、日本の最新技術の見学を目的に計画しました。初日は永平寺、東尋坊を見
学した後、魚津の温泉にて宿泊、２日目は世界文化遺産の相倉合掌造り集落を散
策しました。帰路にて関西電力美浜発電所を見学し、参加者は有意義な研修旅行
を楽しみました。
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キャンパスライフ キャンパスライフ
私たち水泳部は現在部員数50人を数え、クラブ活動が盛んな滋賀医科大学においても有数の大きなクラ
ブです。練習は基本的に毎週土曜日、西医体前の約１ヶ月間は強化期間として毎週３回合同練習を行って
います。
私たち水泳部はテニスコートと看護師宿舎の間にあるプールで普段は練習しています。25m×７コース
の屋外プールで、他大学のプールと比べても決して見劣りしない立派なプールです。余談ではあります
が、この本学プールにて毎年７、８月に大学関係者とその家族を対象にしたプール開放が行われておりま
す。温水シャワーも備わっておりますので、来年以降は是非泳ぎに来てください。
さて上述したように本学のプールは屋外です。皆さんの中にも小中学生の時に、７月や９月の体育の授
業時間などで学校の屋外プールで泳いだ時に、唇が青くなる程寒い思いをした方がたくさんいらっしゃる
でしょう。７月上旬でさえ屋外プールで泳ぐにはまだ寒い日もあります。しかし大会が立て続けに開催さ
れる、７月からの本格的な水泳シーズンにむけて十分に練習しなくてはならないので、私たちは毎年５月
上旬にプール開きをして、冷たい雨が降る中で震えながらでも部員全員で、休むことなく頑張って練習に
励んでいます。その甲斐もあって、西医体では毎年のように個人種目でメダルを獲得しています。
次に水泳部員の冬の間の過ごし方を少し紹介させていただきます。本学の屋外プールはもちろん冬の間
は使えないので、11月から４月の間は近くの温水プールを借りて毎週1回練習しています。温水プールを
借りると言っても、1コースを借り切るのが限界なので、参加人数に制限を設けて練習を行っています。
このように水泳は夏に限定されるスポーツなので、部員は思い思いのオフシーズンを過ごしています。学
生生活のほとんどを水泳に注ぎ込むような熱い想いを持って、プールのあるジムで夏を目指して自主練
習に励む者もいれば、水泳は夏の間の体力づくりを目的としていて、夏以外は水泳から離れて勉学やア
ルバイトなどに精を出したり、旅行に出かけたりする者もいます。いずれにしても自分の時間を持つ事
ができるという点は、水泳部の魅力の一つだと思います。そして50人がそれぞれのオフシーズンを過ご
した後に、また一致団結して水泳に打ち込むことができるという、メリハリのあるクラブであるとも思
います。
最後に競泳の魅力について書かせていただきます。試合では「よーい」という審判の声に合わせてそ
のレースの出場者全員が構えて動きを止め、会場全体が静寂につつまれた後、鳴り響く電子音と同時に
それまで内に秘めていた力と緊張を一気に解き放ち、全力でゴールにむけて飛び出します。種目によっ
ては30秒で勝敗が決するレースもあります。しかも勝敗は10分の１秒の差、時には100分の１秒の差で
決まります。日常ではあまり10分の１秒という時間を感じることはないですが、競泳における10分の１
秒差は確かな実力の差があります。その10分の１秒を縮めるために日ごろから練習に励み、来るべき30
秒間の試合に向けて地道な努力を積み重ねていくのです。競泳は何か道具を用いて行うスポーツではな
く、自分の体一つで、冷酷なまでに客観的な「時間」という指標と向き合わなければなりません。だか
らこそ地道な努力を続けた後、その成果が自己ベスト更新という、自分自身の成長を実感できる結果と
して表れた時、何事にも換えがたい達成感を味わうことができます。またそのような個人競技としての
一面のみならず、一人の部員が自己ベストを更新したら、その喜びを部員全員で共有できるという団体
としての絆も、私を水泳部の虜にする要因のひとつです。体力的な問題もあり、いつか競泳からは引退
しなければならない時が来ると思いますが、学生時代に打ち込むことの出来た大好きな水泳は生涯続け
て行きたいと思っています。
水泳部主将　医学科第4学年　松 本　晃 治
滋賀医科大学水泳部とその魅力
サークル紹介
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｢大学に入ったら絶対音楽がやりたい!!」高校生
のときに同級生がライブをする姿をうらやましそ
うに見つめていた私は、現在思いっきり音楽を楽し
んでいます。運命の赤い糸に手繰り寄せられるよう
に、新歓の初日から素敵な先輩に連れられ、私は身
も心も音楽棟へと向かっていました。
人は誰でも、音楽とは切り離せない生活を送っ
ていることと思います。カラオケに行ったり、電車
の中で音楽を聴いたり、好きなアーティストのラ
イブに行ったり…ジャンルはさまざまありますが、
音楽を嫌いな人なんて絶対にいないと思います。
そんな中で、聴くだけでは飽き足りない、と、自ら
も音楽をしたいと思う人もたくさんいるはずです。
そんな人間の集まりが軽音楽部なんだと、私は思い
ます。音を楽しむ人が集まって我が部は動いていま
す。
私の高校は、軽音楽部もなく、バイトも禁止だ
ったということもあって、なかなか容易にバンドを
組める環境ではありませんでした。とは言いつつ、
｢バイトできないから楽器買うお金ないし…｣とか、
｢受験もあるし…」などと自分に言い訳をしていた
という面もありますが…そんな私みたいな音楽やり
たいけどなかなかなぁ、みたいな人は多くいるので
はないでしょうか。そんなあなた、あと一歩、音楽
棟に踏み込む勇気があれば素敵な音楽ライフが待っ
ていますよ。まず、楽器が買えないあなた｡(ほんっ
とうに)古いのでよければ部室にあるものを貸して
あげましょう。とりあえず安い楽器を買うのも手
ですし、太っ腹な先輩だったらしばらくは貸してく
れるかもしれません。楽器は概して高価なもの。本
当に自分が欲しい音がわかってきたときに、必死に
なってお金を貯めて買えばいいのです。私も二年た
ってやっと自分のほしい音がわかってきてスネア(
ドラムの太鼓)を買いました。自分が腹を痛めて手
に入れた楽器は本当にかわいいですよ。次に、どこ
で、どうやって練習しようかと考えているあなた。
部室が一番の練習場所です。他のバンドが練習して
いなければバンド練習してもよし、個人練習しても
よし、ゆっくりくつろいでもよしのとっても素敵な
空間です。部員も誰かしら部室に常駐していること
が多いのでわからないことは何でも聞くなり、教わ
るなり、何だったら技とか盗んでしまえばいいので
す。あとは気の合う部員とバンドを組む。これだけ
です。後は自分の努力しだいでつらくも楽しくもな
ります。
現在軽音楽部は約25人で活動しています。活動
としては年に５回の定期ライブと学祭でのライブ、
そして毎週月曜のお昼休みに部全体でミーティング
をしています。運動部のような試合もなければ西医
体もありません。軽音楽部にとって西医体にあたる
ものはおそらく「ライブ火だるま」といわれる若鮎
祭でのライブでしょう。学祭が行われている２日間
ずっと私たちは熱いライブを繰り広げています。そ
れは一年間の自分の努力、バンドの努力、そして部
員全体の努力の集大成、まさにそのものと言っても
過言ではありません。みんな日々、こつこつと練習
し、定期ライブで成果を発揮・反省し、最大の祭り
である学祭へとつなげていくのです。ところで、今
練習の成果を「発揮」すると言いましたが、これは
厳密に言えば若干間違っていると思います。なぜな
らライブとはショーであり、決して発表会ではない
のです。演奏だけ完璧にできたからといってよいラ
イブだと言えるのでしょうか。自分だけ楽しくて成
功と言えるのでしょうか。ライブとは、観客がいて
初めて成立するものなのです。そしてその観客を魅
了してこそやっとよいライブができたといえるのだ
と私は思います。
軽音楽部はただ楽器を練習しているわけではあ
りません。もちろん楽器の個人練習がなければ何も
始まりません。しかし、それで終わりでもありませ
ん。個人の技術が形になってきたら、今度はバンド
としての一体感を追及しなければなりません。たと
え楽譜に忠実であっても自分勝手に演奏していたら
バンドとしての音はまとまらないのです。ではどう
したらよいのか。これは何とも言葉では表現しにく
いものです。逆に言ってしまえば、むしろ楽譜に対
する忠実さはそれほど大切だとは思いません。バン
ドのメンバーの中で音やタイミングがそろえばいい
のです。そうすると、いつしか心と体で感じる一体
感が生まれるのです。そしてバンドとして曲を演奏
できるようになってきたらやっと待ちに待ったライ
ブに出演です。
ここで、私が一番大事だと思っているのは、い
かに見てくださっているお客様を楽しませることが
できるか、ということです。もちろん演奏してい
る自分自身が楽しんでいることも重要ですが、さ
っきも言ったようにライブは発表会ではなく、ショ
ーなのです。だからお客様がどのように見るのか、
どう思うのかを考えてそれぞれのバンドはライブの
構成を考え、いざライブに挑むのです。これは音楽
のことだけに限らず、人間関係を構築していく中で
も大切な要素になっていると思います。相手の気持
ちを考え、予想する力、そしてその上で自分は何を
発言し、どう行動したらよいのか。なんだかとても
大袈裟な話になってしまいましたが、将来医療従事
者という、人間に必ず関わっていくであろう者にな
る人間として、実に大切なことを、音楽を通して学
べる、そんな素晴らしい部活であると思います。ま
た、音楽には年齢も、国籍も、性別も、全くといっ
ていいほど関係ないと思います。その点でも私は、
音楽を通して自分より年下の人や一回り以上年上の
人とも音楽を好きな仲間として付き合うことができ
ました。
音楽とは団体競技です。個人が頑張り、それが
集まって音楽を作る。そしてそれを観客に伝え、す
べてが一体となって素敵な空間が生まれます。
いろいろと小難しく書いてしまいましたが、一
言でまとめると、つまり我が軽音楽部は音を楽しむ
部活です。ただただ音楽が好きで、わいわい楽しい
ことが好きで、そんな人間の集まりです。ちょっと
でも音楽に興味があるあなた、私たちと楽しい時間
を過ごしませんか。　
代表　看護学科第３学年　横井　万祐子
軽 音 学 部
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奨学生に採用された感想
本学では､「滋賀医科大学奨学基金」による奨学生とし
て、毎年、医学科の２年～６年、看護学科の２年～４年の
各学年から成績が優秀な者を1名採用し、奨学金として月
額５万円を１年間給付することとしています。
このたび平成18年度の奨学生が以下のとおり決定し、
採用された学生からは、これを励みとしてさらに勉学に取
り組む決意が示されました。
今回、採用されなかっ学生諸君も次の機会には本奨学生
に採用されるよう学業に努めることを期待しています。
医学科第２学年　　村　田　　　舞
まさか自分が奨学金をいただくとは思ったことも
なかったので、連絡をいただいた時は本当にびっく
りしました。大学に入学して、ただただ授業の面白
さゆえに頑張って取組んだ結果が、このような形で
返ってくることとなり嬉しさで一杯です。
これからは、よりいっそう勉学に精進して参りた
いと思っていますので、ご指導よろしくお願いいた
します。
今回は、選んでいただき本当にありがとうござい
ました。
医学科第３学年　　岬　沙耶香
このような形で奨学金を頂けて大変うれしく思い
ます。これからも現状に満足することなく、自分な
りのスタイルを保ちながら、さらに精進していきた
いと思います。
ありがとうございました。
医学科第４学年　　西　野　恭　平
私がこの奨学金をいただけるとは思っていません
でした。喜びとともに身の引き締まる思いです。こ
れを励みとして、これからも勉学に努めたいと思い
ます。
この奨学金は勉学の励みとなるすばらしい制度だ
と思います。しかし、私は今年度もあるというのは
知りませんでした。せっかくなので、この制度をも
っと大々的に示せば、それを目標にして勉学する学
生が増えると思います。
医学科第５学年　　伊　原　正　幸
この度、本奨学基金の奨学生に選ばれたことを大変
光栄に思います。同時にこれまでお世話になってきま
した先生方、友人そして両親に感謝いたします。
今回のことを励みとし、また奨学生の名に恥じぬ
よう今後とも精一杯頑張る所存です。
医学科第６学年　　井　上　明　星
昨年に引続き、奨学基金奨学生に選出していただ
き、大変光栄に思います。今の僕があるのは、これ
までお世話になった先生方、職員の方々、仲間達に
よるところが大きいと思います。この場をお借りし
て感謝申し上げます。
時が経つのは早いもので、今年で最終学年となり
ました。卒業までの短い時間を大切にし、多くのこ
とを学ぶ所存です。無事医師になれたら本学で学ん
だことを社会に還元したいと思います。
看護学科第２学年　上　原　理　恵
今回、滋賀医科大学奨学基金の奨学生として選出
されたことを大変光栄に思います。このような制度
があることをよく知らなかったため、連絡をいただ
いた時には大変驚きました。
自分が大学に入学して１年の間に行ってきたこと
に対してよい評価をいただくことができ、嬉しく思
います。同時に、これまでお世話になった先生方、
職員の方々、友人たちに感謝します。
これからは専門授業が増え、より内容の濃い学習
となっていくと思いますが、今回のことを励みとし
て、勉学だけでなく、部活動や様々な活動にも取組
んでいこうと思っています。
看護学科第３学年　伊　藤　綾　香
今回、本奨学基金の奨学生として選ばれたことを
大変嬉しく思います。進級するにつれて専門授業が
増えて内容が深くなり、戸惑いを抱きましたが､“看
護師になる”という夢に向かって頑張ってきまし
た。その努力がこのような形で評価されたことを光
栄に思います。
自分の誇りとしてさらなる意欲へとつなげてい
き、残りの大学生活も学業に励みながら充実した
日々を送りたいと思います。
看護学科第４学年　吉　岡　智　美
今回、滋賀医科大学奨学基金の奨学生として選ば
れたことを大変嬉しく思います。このような制度が
あるとはよく知らなかったので、最初は大変驚きま
した。
奨学生として選ばれたことを励みとして、今後も
実習や勉学、その他様々なことに一生懸命取組んで
いこうと思います。
滋賀医科大学奨学基金奨学生の決定
医学科　第２学年　　村　田　　　舞
医学科　第３学年　　岬　　　沙耶香
医学科　第４学年　　西　野　恭　平
医学科　第５学年　　伊　原　正　幸
医学科　第６学年　　井　上　明　星
看護学科第２学年　　上　原　理　恵
看護学科第３学年　　伊　藤　綾　香
看護学科第４学年　　吉　岡　智　美
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滋賀県内13大学の学生が企画し、実施される「びわ湖学生フェスティバル｣が、今年は
蒲生郡安土町「文芸の里」で平成18年９月18日㈪に行われました。予報では台風の影響
が懸念されていましたが、当日はうって変わって暑いほどの快晴となり、家族連れなど多
数の参加者のもと盛大に実施されました。
本学の実行委員として医学科からは清水哲君、奥田麻衣さん、吉原礼華さん、看護学科
は北川芽衣さん、高山由貴さんら(ともに第１学年)がいそがしい学業の合間に実行委員会
において企画等にたずさわり、当日もスタッフとして大活躍でした。
模擬店で本学はバドミントン部を中心とした有志がかき氷を販売し、好天のおかげもあ
いまって、みごと予定食数完売となりました。
また、大学PRブースには看護学科３年の木村和也君、中込昌幸君の協力により看護体
験、妊婦体験コーナーを開催。体脂肪を測ったり、水銀血圧計にて血圧を測る体験や妊婦
の重さを実感したりと、本学ならではの企画に多くの方の参加がありました。
「びわ湖学生 Festival」に参加して
第４回 びわ湖学生フェスティバル開催
今回、滋賀13大学でつくる｢びわ湖学生Festival｣に携わらせていただき、貴重な経験をすることができ
たと思います。
複数の大学で運営していくのは想像以上に難しく、最初は企画が全くまとまりませんでした。このまま
で開催などできるのかと心配になったこともありましたが、話し合いを重ね、みんなで協力し合うことで
なんとか開催にこぎつけることができました。
当日は心配された天候も回復し、予想をこえるたくさんの人が来場してくださいました。滋賀医大から
出店した大学別ブースと模擬店も好評で、多くの人に滋賀医大の良さをアピールすることができたと思い
ます。
今回フェスティバルを成功させることができたのは、協力してくださった滋賀医大、そして県内の他大
学の多くの方々のおかげです。本当にありがとうございました。
看護学科第３学年　木 村　和 也
私は滋賀医科大学に入学して早三年が経とうとしていますが、このびわ湖学生フェスティバルに参加し
て、改めて自分の世界の狭さを実感しました。なぜなら、この一日のイベントの中で、新たな発見が多か
ったからです。びわ湖学生フェスティバルというものは、滋賀県のいろんな大学が協力し、自分の大学に
ついて発表し合って地域との交流を深めるというお祭りのようなものです。今まで滋賀医科大学を中心と
した生活を送っていた私には、いつの間にか医療以外のことにはあまり興味が持てていなかったからか、
あらゆるものが新鮮に感じられました。すべての参加大学が自学の特徴をアピールし、とても賑やかなも
のになっていました。それぞれの大学一つ一つについて説明していると、とても書ききれないので控えて
おきますが、どれもその大学をよく表しているものでした。
今回私たちの大学では、血圧測定・妊婦体験・体脂肪測定のような医療系大学をアピールする活動を行
いました。それを通して、他大学の学生とも深く交流でき、お互い楽しむことができました!!またこの
ような機会があれば、皆さんも一度参加し、自分の世界を広げてみませんか？知らない世界が見つかるか
もしれませんよ!!
医学科第１学年　清　水　 哲
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本学ヨット部は去る平成４年９月11日㈮ 午後４時50分に琵琶湖で不幸
にも遭難した故 嶋岡秀典君(入学年次：平成４年度(第18期入学)の慰霊式
を今年は９月10日㈰の11時から嶋岡さんの御家族、馬場副学長、細田名
誉教授(初代ヨット部顧問)、ヨット部顧問藤山教授の列席の下、体育館前
にある慰霊碑前にて行いました。
慰霊式を終えて
ヨット部による故嶋岡秀典君の慰霊式
ヨット部関係者以外の学生、教職員の方々はあまりご存知ないとは思いますが、僕の
所属するヨット部では、今から14年前の９月11日に琵琶湖での水難事故で部員の１人を
失ってしまうという悲しい出来事があり、それから毎年、慰霊式を行ってきています。
今年は９月10日の日曜日に体育館の前、西門駐車場との間にある慰霊碑の前で慰霊式が
行われました。
事故というものはいつ起こりうるか簡単には予想できないものです。毎年、僕達はこ
の慰霊式を通じて、安全に対する意識を新た
にして気を引き締め直しています。
秋の気配も色濃くなってきて、だんだん肌
寒くなってきました。季節の変わり目はい
ろいろと体調も崩しがちで、そのような時に
予期せぬ事故が起こる可能性が高くなるので
は、と考えます。これを機に皆様の部活の安
全対策などについて、少しでも考えてもらえ
たら幸いです。皆様が怪我や事故なく部活を
行えますように…。
ヨット部主将　医学科第３学年　藤 原　大 悟
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細田名誉教授（初代ヨット部顧問）
キャンパス ライフ
秋のお彼岸に近い９月14日㈭にしゃくなげ会会員有志の方々と本学学生有志および学生
課職員により比叡山延暦寺の滋賀医科大学霊安墓地の清掃がおこなわれました。参加した学
生有志は医学科３年生の稲熊洸太郎くん、大竹玲子さん、森宗孝夫くんの３名でした。
前日の雨模様からうって変わり当日は快晴となり、参加者全員が墓地周辺の清掃、草引き
を中心に精力的に作業を行いました。その後、昼食時には学生が会員の方々の献体について
の考えや人生観をうかがったり、記念写真を撮るなどの交流を楽しんで散会しました。
墓地清掃に参加して
霊安墓地の清掃
９月14日、しゃくなげ会の方々、大学職員の方々、同級生と比叡山延暦寺にある霊安墓地へ清掃に行
ってきました。前日まで続いていた雨がやみ、当日は快晴で山の空気がすがすがしく感じられました。私
は、５月の解剖体納骨慰霊法要に体調不良で参加できなかったため、今回、墓地清掃という形で、尊い御
遺体で勉強させていただいた感謝の気持ちを少しでも伝えられたらと思い、参加を決めました。草むしり
をしながら、これまで御献体くださった千人以上の方々の名前が刻まれた石碑を眺めていると、御遺族を
含めた数多くの方々の尊い御意志のお陰で、今の自分たちの勉強・研究が成り立っているのだと改めて感
じ、身の引き締まる思いがしました。このときの感謝の気持ちと解剖で学んだ多くのことを忘れずに、よ
い医療を提供できる医師になれるようこれからも努力し続けることを、御遺骨が納められた石碑の前に誓
いました。しゃくなげ会の方々と清掃中や昼食時にお話しして交流できたことも良い経験となりました。
医学科第３学年　大 竹　玲 子
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どの図書館にも、最低限の設備として書架があ
り、その書架に図書や雑誌が一定の法則により順
序よく並べてあります。また、その図書や雑誌を
読む閲覧机があり、さらには、貸出や文献複写を
依頼するなどのためのカウンターがあります。
滋賀医科大学の図書館＊１をあらためて眺めて
みることにしましょう。
図書館の建物(1,867㎡)には、雑誌を除いて、
図書５万５千冊が並べられています。これは、学
部学生数が852名ですので、一人当たり64.6冊と
なりますが、平成17年度に新規に図書館で受入
した図書は715冊(一人当たり0.8冊)しかありませ
ん。一年間の医学・看護学関係図書は国内発行分
だけで、おおよそ千数百冊ですので、715冊全て
が医学・看護学の図書としても４割程度しか購入
できていないとも言えます。実際は、２割以下と
いうのが実感ではないかと思われます。
予算が潤沢で、図書を並べておける書架が無限
にあれば、全ての医学・看護学関係の本を取り揃
えることも出来ますが、それは実現困難な夢でし
かありません。私たちは、限られた予算と限りあ
る書架スペース(棚板延長7,239m)を勘案しなが
ら、今出来る最良の蔵書構築を考えています。
例えば、数年をかけて、シラバスに掲載された
図書のうち、絶版や品切れ以外の入手可能な図書
は揃えたり、利用しやすいように特別にリスト＊２
を作りました。また、国家試験対策用図書購入の
ために予算を別途いただきコーナーを設けていま
す。さらには、新規に受入された図書を紹介する
手書きPOPを作ってみたりなど、様々な創意と
工夫を行っています。
閲覧机は、４人掛けと個席を併せて155席あり
ますが、学部学生数の18.2%しかありません。で
すから、試験期などの繁忙期はかなりの席が埋ま
ってしまっています。いつもは、それほど混みあ
うこともなく、自分の居場所というか、いつも同
図書館の紹介
附属図書館はこんなところです
図書課長　小 川　晋 平
じ席でなければならない人やこれでもかと机一杯
に荷物を広げている人なども見られますが、混雑
期は一人でも多くの人が座れるように、他の人へ
のほんの少しの優しさをあげてください。
さて、図書館は、｢特別利用」といって、開館
時間以外でも、学生証や職員証でいつでも入館可
能となっています。この時間帯は利用者の皆さ
ん方の良識を前提に運営しているものです。残念
ながら、一部の人の心無い行動が見られるのも事
実です。他の図書館では、全構成員を対象とした
「特別利用」の実施数は少なく、希少例です。そ
れだけに、今後の「特別利用」の継続は、一人一
人の良識にかかっているということをあらためて
確認したいところです。
この利用者の良識は、｢特別利用」時間帯だけ
でなく、図書館を利用するにあたっての前提とす
るところであり、｢禁止」の掲示が増えないこと
をお願いするところです。
皆さん方全ての図書館であり、気持ちよく利用
していくために私たちも努力をいたします。皆さ
ん方も気持ち良く利用できるよう、再度お願いい
たします。
ところで、カウンターですが、貸出・返却は、
ABCという自動貸出返却装置で、年間２万冊以
上(54.8冊／日)利用されています。カウンター
は、貸出・返却をする場所というより、色々な相
談や質問をしていただく場所になっています。あ
れ？と思った場合、どんどんカウンターにきて質
問してください。それが図書館を上手に使う最良
の方法なのです。
最後に、図書館で提供しているサービスは、今
回紹介した図書の利用や閲覧机の利用だけではあ
りません。皆さんの利用をお待ちしています。
＊1：http://www.shiga-med.ac.jp/library/index.html
＊2：http://www.shiga-med.ac.jp/library/books/syllabusbook.html
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インフォメーション
滋賀医科大学
バイオメディカル・
イノベーションセンターがオープン
このほど、本学に初のレンタルラボ・オフィスとして「バイオメディカル・イノベーションセンター」が
誕生しました。去る９月20日には開所式を開催し、広く産業界関係者らに本センターを披露しました。
このセンターは、産・学・官の連携を進めることを目的として設置したもので、敷地内の看護学科校舎
東側に専用建物が新たに建設されました。
施設は鉄筋２階建て、延べ面積380㎡で、実験・研究室タイプ６室とオフィスタイプ２室、さらにセミ
ナー室／ラウンジ等の共用部を設けています。
センターでは、企業等の研究者に門戸を開き、共同研究の場を提供するだけでなく、医学・生命科学
の高度な情報を集積し、事業化や起業の支援を積極的に行う予定です。
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吉川学長によるあいさつ
インフォメーション
８月31日に「地域医療等社会的ニーズに対応した医療人教育支援プログラム」(医療人ＧＰ）の事業の
一環として、大津市内の「ピアザ淡海」で「第１回全人的医療を考える市民・学生参加シンポジウム」を
開催しました。
このシンポジウムは、滋賀医科大学が目指す「疾病を有する一個人としての患者さんに適切に対応する
全人的医療を実現できる医師の育成」には、様々な価値観を持つ一般市民の方々が医学教育に直接参加し
ていただくことが重要であるとの考えから、一般市民、学生、県内の診療所の医師、大学教職員を対象に
開催したものです。
当日は冒頭に、吉川学長から「医学科の学生は、新入生として入学してきた頃には一般市民の目線で
医療を見ているが、医学の勉強をして卒業する頃にはいつの間にか、一端の医療人としての目線で物事を
考えがちである。このシンポジウムを通じてもう一度『全人的医療』についての理解を深めていただきた
い」との挨拶がありました。
続いて、パリ・アメリカン病院医師（滋賀医科大学客員教授）佐野　潔氏による､「かかりつけ家庭医と全
人的医療」と題したご講演がありました。全人的医療では、人の全てを診るだけでなく、性や年齢にかかわ
らず全ての人を診て、その人の生活環境や疾病の背景を視野に入れることが必要であると述べられました。
また、富山大学保健管理センター長の齋藤清二氏から、「全人的医療と『物語』医療」と題したご講演が
ありました。医師は病気を患者さんが語る「ひとつの物語」として捉え、それを治すには、患者さんと医療
者とが「患者さんにとって望ましい新しい物語」の共同執筆者になる必要があるとお話されました。
続いて､「滋賀医科大学模擬患者の会」会員の橋本壽子さんから「一般市民が医者に求めるもの」と題
して模擬患者としての体験事例を含めたご発表があ
り、最後に、医学科第６学年の吉川美喜子さんが
「医学生が勉強すべきこと」と題して，医学生とし
ての心構えなどを述べました。
このシンポジウムには、一般市民の方59名、学生
40名を含め、合わせて129名の参加があり、各講師の
興味深い講演に耳を傾けるとともに、熱心な意見交
換が行われました。
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医療人ＧＰ
第１回全人的医療を考える市民・学生参加
シンポジウムを開催
インフォメーション
平成18年度オープンキャンパス
去る８月１日㈫に医学科オープンキャンパス、８月22日㈫に看護学科オープンキャンパスを、それぞれ
本学教員及び在校生の協力を得て、本学臨床講義棟並びに看護学科棟で開催しました。
今年度は、滋賀県内外の高校生を中心に医学科249名、看護学科146名、保護者等84名と両学科とも過
去最多の参加者を得ました。
医学科の模擬講義や、看護学科の体験を含む見学実習は今回も大変好評で、参加者の本学への関心は非
常に高く思われました。特に看護学科では教員・学生が一体となって体験実習の準備に取組み，その結果
大勢の参加者に良い印象を持ってもらえたようです。
また今年度初めて、看護学科オープンキャンパスで、大学内での学生生活の一部を体験していただくこ
とを目的として、学生食堂で昼食をとっていただくための「お食事券」を配付し好評でした。
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編集後記
●勢多だよりの由来●
勢多は勢田、世多、瀬田とも書かれるが、古代、中世の文献では、
勢多が多用されている。それに勢多は「勢（いきおい）が多い」とい
う佳字名称である。従って、いきおいが多かれと願う本学関係者の想
いにぴったりということで、瀬田とせずに、あえて勢多とした。
（題字は脇坂行一初代学長による）
いつまでも残暑が続くと思っていましたが、
気がつくと朝晩に冷えを感じる候となり､10月
からはいよいよ後期授業の開始です。
夏に開催された第58回西医体ではセメスタ
ー制による試験期間が大会日程と重なったこと
もあって大変だった出場選手もいた筈ですが、
全てを無事乗り越えて素晴らしい競技結果を残
せたことは何より喜ばしいことです。皆さんの
大学外での活躍をこの誌面で初めて知り誇らし
く思った大学関係者も多いことでしょう。
これからも学業と課外活動を立派に両立し続
ける医学生と看護学生であってほしいと心から
期待いたします。
　
編集長　今本喜久子
勢多だより　No. 73
発行年月日：平成18年10月27日
編集：｢勢多だより」編集担当者会議
発行：滋賀医科大学広報委員会
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